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水文観測業務規程・河川砂防技術基準な
どで掲載されている

河川観測のDX化︓ADCPによる低⽔流量観測

船による
現行観測

ラジコンADCPボート

ADCPは通信で事務所からクラウド操作

観測の
DX化

安全性

現行法（流量観測：船） ADCP法（橋上操作orラジコンボート

低水流量観測は水資源・流水保全・年総量算出など，河川管理のために重要な基礎資料

低水流量観測は年間36回など，年間の流量観測のほとんどが低水流量観測

河川を横断したワイヤロープの敷設や船
を準備して船上での作業

現場の品質と安全性を両⽴→⽣産性向上へ流量観測のDX化

船を出すなど事前準備の負担が大きい
船往来の危険・船転落の危険がある

現行法（プライス流速計+区分断面法） ADCP法（超音波ドップラー式+精密法）

• 現場ではスイッチをONにするだけでラジコンボー
ト操作のみ

• ADCP操作は遠隔で国内どこからでも専門スタッフ
が操作可能（データを安全に確保）

低⽔流量観測の
DX化によって計
測が大きく変化

観測員が有人船に乗り込んで計測→
転落の危険あり

観測員は橋上または河岸で操作→
水上にはエントリしないため安全

今後積極的な活用が可能

電話が繋がる
場所ならどこ
でも遠隔操作
が可能です
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ADCPによる低⽔流量観測
令和2年4月24日 水位H=5.17m

令和2年6月24日 水位H=4.33m

令和2年8月25日 水位H=4.57m

令和2年10月29日 水位H=4.47m

観測時間

現行法計測時間：平均25分 ADCP計測時間：平均3～4分

• 有人船が必要
• 河川を横断する固定ワイヤーロープの

設営が必要

• 橋上からの操作またはラジコンボート
操作で計測が可能

• →横断ワイヤーや有人船の必要なし

計測準備の軽減と大幅な計測時間の短縮が可能→現場の生産性向上
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ADCP流量観測

現行法の測点数は限定的
データ数：16個

ADCPはメッシュ状に細分化
データ数：8321個

観測精度

圧倒的なデータ数の差

ADCPには上層，下層，左右岸に不感帯が発生する
上下層は対数則法，左右岸はなどで補完して算出

河川観測のDX化︓ADCPによる低⽔流量観測
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現行法と比較して10％
程度の差

観測精度は適用可能

No. 観測日
水位
(m)

ADCP流量

(m
3
/sec)

現行法流量

(m
3
/sec)

⊿差

1 2020/4/24 5.17 418.51 422.93 1.0%

2 2020/6/24 4.33 145.07 132.67 -9.3%

3 2020/8/25 4.57 200.55 188.02 -6.7%

4 2020/10/29 4.47 138.54 135.98 -1.9%

水文資料の連続性
• 今回観測結果では，現行法流量

とADCP流量の差が10％以内
• 低水流量観測の再測の目安→HQ

式と10％以内の差であること
（平成14年度水文観測）をクリ
アしていると考えられる

観測時間25分

観測時間3～4分で圧倒的
なデータ数取得が可能

※令和2年度北上川水系水文調査報告書
より

上層補完：Constant法
底層補完：対数則法
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表面不感帯の補完

底層不感帯の補完

①ADCP計測域の最も表層に近い流速値を不感帯の流速値とする方法（Constant法）
②ADCP 計測域の流速値を対数関数で近似し表層の流速値を得る方法（対数則法）
③ADCP表層不感帯直下の 3 つのセルの流速値から直線近似により表層の流速値を求める方法
（3-Pt Slope法）

①ADCP 計測域の最も底層に近い流速値を不感帯の流速値とする方法（Constant法）
②ADCP 計測域の流速値を対数関数で近似し下層の流速値を得る方法（対数則法）
③河床の流速を0m/s と仮定し、ADCP 計測域の流速値を指数関数で近似し底層の流速値を得る
方法（No Slip法）

ADCPの不感帯領域の補完⽅法について

• 表層補完→風は川下弱風～無風→どの方法でも違いがない
• 底層補完→水位が高い（流速が速い）→対数則法が合致
• 底層補完→水位が低い（流速が遅い）→No-Slip法（河床を流速ゼロとした指数近似）が

合致

H＝5.17m 現行法Q=422.93m3/sec 風：川下弱風
上層補完 Constant法 対数則法 3pt slope法 Constant法 対数則法 3pt slope法 Constant法 対数則法 3pt slope法
底層補完 対数則法 対数則法 対数則法 Constant法 Constant法 Constant法 No Slip法 No Slip法 No Slip法

全流量(m
3
/sec) 418.51 418.94 418.22 427.97 428.40 427.69 392.17 392.60 391.89

上層流量(m3/sec) 16.62 17.04 16.34 16.62 17.04 16.34 16.62 17.04 16.34

下層流量(m
3
/sec) 48.89 48.89 48.89 61.75 61.75 61.75 22.55 22.55 22.55

左岸流量(m3/sec) 0.32 0.32 0.31 0.32 0.32 0.31 0.32 0.32 0.31

右岸流量(m
3
/sec) 3.44 3.45 3.44 0.04 0.05 0.04 3.44 3.45 3.44

H＝4.33m 現行法Q=132.67m3/sec 風：無風
上層補完 Constant法 対数則法 3pt slope法 Constant法 対数則法 3pt slope法 Constant法 対数則法 3pt slope法
底層補完 対数則法 対数則法 対数則法 Constant法 Constant法 Constant法 No Slip法 No Slip法 No Slip法

全流量(m3/sec) 145.07 145.11 145.04 150.22 150.27 150.20 135.58 135.63 135.56

上層流量(m3/sec) 7.31 7.34 7.28 7.31 7.34 7.28 7.31 7.34 7.28

下層流量(m3/sec) 17.24 17.24 17.24 22.40 22.40 22.40 7.76 7.76 7.76

左岸流量(m3/sec) 0.05 0.05 0.05 0.05 0.05 0.05 0.05 0.05 0.05

右岸流量(m3/sec) -0.02 -0.02 -0.01 -0.02 -0.02 -0.01 -0.02 -0.02 -0.01

H＝4.57m 現行法Q=188.02m3/sec 風：無風
上層補完 Constant法 対数則法 3pt slope法 Constant法 対数則法 3pt slope法 Constant法 対数則法 3pt slope法
底層補完 対数則法 対数則法 対数則法 Constant法 Constant法 Constant法 No Slip法 No Slip法 No Slip法

全流量(m3/sec) 200.55 200.70 200.41 207.41 207.56 207.27 187.38 187.52 187.24

上層流量(m3/sec) 9.41 9.56 9.27 9.41 9.56 9.27 9.41 9.56 9.27

下層流量(m3/sec) 24.01 24.01 24.01 30.87 30.87 30.87 10.84 10.84 10.84

左岸流量(m3/sec) 0.14 0.14 0.14 0.14 0.14 0.14 0.14 0.14 0.14

右岸流量(m3/sec) 0.05 0.05 0.05 0.05 0.05 0.05 0.05 0.05 0.05

H＝4.47m 現行法Q=135.98m3/sec 風：川下弱風
上層補完 Constant法 対数則法 3pt slope法 Constant法 対数則法 3pt slope法 Constant法 対数則法 3pt slope法
底層補完 対数則法 対数則法 対数則法 Constant法 Constant法 Constant法 No Slip法 No Slip法 No Slip法

全流量(m3/sec) 138.54 138.87 138.34 143.70 144.02 143.50 129.41 129.73 129.21

上層流量(m
3
/sec) 6.74 7.07 6.57 6.74 7.07 6.57 6.74 7.07 6.57

下層流量(m3/sec) 16.78 16.78 16.78 21.93 21.93 21.93 7.65 7.65 7.65

左岸流量(m
3
/sec) 0.11 0.11 0.11 0.11 0.11 0.11 0.11 0.11 0.11

右岸流量(m3/sec) 0.04 0.04 0.01 0.04 0.04 0.01 0.04 0.04 0.01

2020年4月24日

2020年6月24日

2020年8月25日

2020年10月29日

• 観測所や観測環境（風や流れ）によって適切な補完方法を決めていく必要があるが，低水の
場合は補完方法による違いは明瞭ではない→よって一律の方法でも差異が少ないと思われる

6



河川砂防技術基準 調査編 平成26年4月改定参考資料
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河川砂防技術基準 調査編 平成26年4月改定
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⽔文観測業務規程 平成29年3月

平成29年3月に改定された⽔⽂観測業務規程細則にADCPの流量観測の観測野帳様式
が記載されております．
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⽔文観測業務規程 平成29年3月

Teledyne RD Instruments
1200&600

Trimble

Trimble

ハイドロシステム開発 EZ system

Teledyne RD Instruments RiverRay

1200&600
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⽔文観測業務規程 平成29年3月
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⽔文観測業務規程 平成29年3月
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⽔文観測業務規程 平成29年3月
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